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橈骨遠位端骨折および上腕骨近位端骨折における 
骨密度，筋肉量および筋力の検討

今谷紘太郎1)，前田　和茂2)，沖田　駿冶1)，楢崎　慎二1)，今谷　潤也1)

骨粗鬆症およびそれに伴う脆弱性骨折は ADL や

QOL の低下，さらには死亡率の上昇にも関与して

いる．橈骨遠位端骨折（DRF）や上腕骨近位端骨折

（PHF）などの上肢脆弱性骨折は初発骨折となるこ

とも多く，DRFおよびPHF後1年以内の股関節骨折

リスクは高いとされている�1)2)．したがって上肢脆

弱性骨折後の骨粗鬆症治療介入や二次骨折予防は非

常に重要である．

本研究の目的は，上肢脆弱性骨折における患者背

景や骨密度，筋肉量，筋力を調査し二次骨折の要因

となる骨粗鬆症やサルコペニアの治療介入の一助と

することである．

対象および方法

対象は 40 歳以上で転倒により受傷し，岡山済生

会総合病院整形外科外来を受診した上肢脆弱性骨折

102 例のうち研究同意が得られた DRF 患者 67 例，

PHF 患者 22 例の計 89 例である．

検討項目は，患者背景（性別，年齢，脆弱性骨折

既往の有無），DXA を用いて腰椎および大腿骨近位

部，頚部骨密度を測定し，Asia working group for sar-
copenia（2019）の基準�3)を用いてサルコペニアの罹

患率を調査した．すなわち，SMI が男性では 7.0kg/

m2，女性では 5.4kg/m2 未満であり，かつ健側握力低

下（男性 28 ㎏未満，女性 18kg 未満）や歩行速度低

下（1.0m/s 未満）を認めればサルコペニア，また

SMI 低下のみを前サルコペニアと診断した．さらに

アイソフォース GT330 を用いて大腿四頭筋力を客

観的に評価した．各パラメータを両群間で比較しそ

れぞれの相関関係を調査することで二次骨折のリ

スク因子を検討した．統計学的検討は連続変数の

比較は Mann-Whitney U test を用い，割合の比較は 

Fisher’s exact test を用いた．また相関に関しては

Spearman の順位相関係数を使用した．

結 果

患者背景に明らかな有意差を認めなかった（表

1）．腰椎骨密度は PHF 群で有意な低下を認めたが，

大腿骨近位部骨密度は有意差がなかった（表 2）．

また，大腿四頭筋力，前サルコペニアやサルコペニ

ア罹患率に関しても有意差はないものの PHF 群で

大腿四頭筋力はより低く，サルコペニア罹患率は高

値であった（表 2）．各因子の相関関係では DRF 群

では大腿四頭筋力が腰椎および大腿骨近位部骨密度

と相関しており，PHF 群では健側握力および大腿四

頭筋力が同様の相関関係にあった（表 3）．
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PHF群
（n=22）

DRF群
（n=67）

p=0.022175.9±17.6%84.6±14.8%平均値±SD腰椎の骨量（YAM）

p=0.407171.0±17.8%75.4±13.6%平均値±SD大腿骨近位部の骨量（YAM）

p=0.6681
9 (40.9%)24 (35.8%)有り

前サルコペニアの有無
13 (59.1%)43 (64.2%)なし

p=0.0886

(31.8%)9 (15.0%)有り

サルコペニアの有無 15 (68.2%)51 (74.6%)なし

0 (0%)7 (10.4%)測定なし

p=0.0971
253.3±107.8N313.1±120.5N平均±SD

大腿四頭筋筋力（左右平均）
265.5N304.3N中央値

7

表 2　骨密度・筋肉量・筋力の比較

PHF群
（n=22）

DRF群
（n=67）

p=0.4571
18 (81.8%)59 (88.1%)女性

性別
4 (18.2%)8 (11.9%)男性

p=0.0806
75.4±10.870.5±10.1平均±SD

年齢
7572中央値

p=0.1122
8 (36.4%)13 (19.4%)有り

脆弱性骨折既往歴 14 (63.6%)53 (80.6%)なし
1 (1.5%)不明

表 1　患者背景の比較
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考 察

DRF や PHF などの上肢脆弱性骨折は高齢者の中

でも比較的年齢の若い患者に生じ，骨折後の二次骨

折予防は極めて重要な課題である．本研究から，

DRF 群と比較して PHF 群で腰椎骨密度の有意な低

下を認めた．PHF 群 58 例と DRF 群 121 例を比較し

た研究では男女ともに PHF 群で腰椎および大腿骨

近位部骨密度は低下していたと報告しており�4)，

PHF患者ではより骨密度が低下している可能性が高

く二次骨折を来しやすく注意が必要である．

筋肉量や筋力に関して有意差はなかったが，PHF
群で大腿四頭筋力が低下しており，サルコペニア罹

患率は高値であった．以前自験例で検討した年齢，

性別，体重を調整し，さらに脆弱性骨折既往のない

DRF 患者 94 例と対照群 94 例を比較した研究では

DRF群で四肢筋肉量，SMIおよび健側握力は有意に

低く，サルコペニア罹患率は有意に高値であっ

た�5)．このような結果を踏まえると，PHF 患者では

筋肉量や筋力が低下傾向にある DRF 患者よりもさ

らに転倒する可能性が高いといえる．

さらに，各パラメータの相関関係では両群ともに

筋力と骨密度の相関を認めた．Lin らは1007人を対

象として骨粗鬆症の有無と握力の相関関係を解析し

男女とも握力の低下は骨粗鬆症の発症と相関してい

たと報告している�6)．したがって，上肢脆弱性骨折

患者で握力や大腿四頭筋力の低下を認めれば骨密度

が低下している可能性があるため，二次骨折に注意

する必要がある．

ま と め

DRF患者67例および PHF患者22例の骨密度，筋

肉量，筋力を比較検討した．PHF群で腰椎骨密度が

有意に低下しており，有意差はなかったが大腿四頭

筋力が低下し，サルコペニア罹患率は高値であっ

た．また，両群とも筋力と骨密度の相関を認めた．

そのため，上肢脆弱性骨折患者で筋力低下を認めれ

ば骨密度低下を来していると考えられ，二次骨折に

注意する必要がある．
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大腿骨近位部骨密度腰椎骨密度

0.20100.3164健側握力

0.51810.5026大腿四頭筋力

大腿骨近位部骨密度腰椎骨密度

0.56070.5015健側握力

0.69890.4675大腿四頭筋力

DRF群

PHF群

(Spearmanの順位相関係数)

表 3　各因子の相関関係


